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1. まえがき 

本研究の共同研究者の１人である谷口は作東老人保健施

設に勤務する中で高齢者の排便管理、特に入所高齢者に多

くみられる便秘の改善が入所者の QOL の維持に重要である

ことを日常業務の中で確信した。そして老健施設において

陥りやすい安易な下剤投与による便秘解消に対して、食事

による便秘改善の有効性について調査・研究を行ってきた

（１）、（２)。谷口はこの調査・研究の過程で入所者の排便・下

剤投与・食事摂取の記録をとること、そしてその記録を介

護職員全員が共有することにより入所者個人それぞれの排

便・下剤使用状況を把握し、そのことにより下剤投与に依

存する便秘対策を改善する可能性を検討してきた。平成 26

年度我々（本申請研究の共同研究者）は「高齢者施設にお

ける排便及び下剤投与管理アプリの開発とその実施・評価」

研究を地域生活科学研究所/所員活動助成費によって行い

当初の目的の内 ① 排便・投薬記録の入力アプリの原型の

開発 ② この入力アプリの大麦摂取による便秘改善効果調

査への応用・評価 を行った３）。この結果を受けて平成 27

年度は老健施設の現場で使用する看護・介護職員と協力し

て (1) 昨年度作成した排便及び下剤投与記録の入力アプ

リを使いやすく正確に入力できるよう改良すること (2) 

入力された記録を看護・介護職員が入所者の排便・投薬管

理に利用しやすく表示できる（display）方法を検討した。 

 

 

２．本論 

昨年度試作されたシステムは以下の二つのシステムにより

構成されていた。（１）介護情報管理システム（データベー

ス）Microsoft Office Access により作成 （２）介護情

報入力システム Visual Basic により作成。この試作システ

ムを利用したところ（１）入力内容の確認機能と訂正機能

の改良が必要 （２）パソコン操作に不慣れな職員には扱

いが難しい －という意見があった。そこで今年度は （１）

入力時の確認・訂正機能の実装 （２）操作性の良いユー

ザインターフェースの検討を行い以下（１）～（３）のよ

うに改良した。（１）介護施設入所者の排便・投薬情報が入

力可能 （２）過去に入力した介護情報の訂正が可能 （３）

タブレット PC を利用し、タッチ操作のみで操作可能。図１

に本年度改良システムの関係図を示す。 
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動作環境は PC：VAIO DUO13、OS:Windows8.1、開発環境

は Processing ver.2.2.1, ライブラリ：Simple Multi-Touch 

Toolkit であった。新規介護情報入力機能の流れは以下の

ようである。 

 

 

 

ここで示したようにデータ入力入所者の選択は入所者の

部屋から 50 音別の一覧から行い、排便・投薬データの入力、

その後訂正があれば入力訂正、確認、確定という手順を採

用した。また過去のデータの訂正方法は以下のようである。 

 

 

３ 結語 

 以上のように本研究で作成した排便・下剤投与の記録ア

プリを谷口の施設で試験的に利用したところ以下のような

意見があった。（１）排便入力画面に異常便についての書き

込み欄を追加してほしい（２）タッチ操作はマウス等の操

作よりわかりやすい（３）システムがフリーズする場合も

ある。また、今年度改良したアプリについて谷口の施設以

外でも試用したところ施設によりアプリ対する要求が異な

ることも分かり施設ニーズに沿った使用も可能なシフト開

発の必要性も明らかになった。今後、この改良アプリを利

用して食事介入による排便・下剤投与の改良試験のデータ

入力を行い更なるアプリの改良を行うとともに他の老健施

設での利用を推進する予定である。 
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